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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では課題に対し自ら考える，またクラスメートとともに考える活動を行う。 

「課題を理解する(何が問われているか) → 解決の方向を考える(どのように解くか) → 解決 

する → 解決の過程を振り返る → さらによい解決の方法を考える」といった一連の過程で， 

自分の考えを発表したり議論したりする活動を行う。 

・数学で大切なことは復習である。積極的に問題集を利用する。 

問題集用のノートを別に用意し，授業で学んだ内容の問題を自分で解いてみる。ただ答えを書く 

だけでなく，途中の式や求め方・考え方も書くようにする。その後，自分で答え合わせをする。 

答え合わせは，自分がどこでつまずいたかを知るための大切なものである。 

家庭学習課題は、定期的に提出する。 

 

 

２ 学習の到達目標 

数と式・図形と計量・２次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的知識の習得と技能の習熟 

を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それら 

を活用する態度を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数と式・２次関数，図形と計 

量及びデータの分析におい

て，事象を数学的に表現・処

理する仕方や推論の方法な

どの技能を身に付けている。 

数と式・２次関数・図形と計量 

及びデータの分析において，事

象を数学的に考察し表現した

り，思考の過程を振り返り多面

的・発展的に考えたりすること

などを通して，数学的な見方や

考え方を身に付けている。 

数と式・２次関数，図形と計量

及びデータの分析における考

え方に関心をもつとともに，数

学のよさを認識し，それらを事

象の考察に活用して数学的な

考え方に基づいて判断しよう

とする。 

上に示す観点に基づき，学習のまとまりごとに評価し学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じ，それぞれの観点を適切に配分し評価する。 



 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

数

と

式 

式の計算 

ａ：計算の仕組みを理解し，公式

を正しく利用することができる。 

ｂ：式の特徴に着目して変形した

り，式を 1 つの文字におき換えた

りすることによって，式の計算を

簡略化することができる。 

 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

振り返り

シート 

実数 

ａ：平方根の意味や性質を理解

し，根号を含む式の加法・減法・

乗法が計算できる。また，分母の

有理化ができる。 

ｂ： 対称式の値を求めるのに，

分母の有理化や，式の変形を利用

することができる。 

 

一次不等式 

ａ：不等号の意味を理解し，数量 
の大小関係を式で表すことがで 
きる。不等式における解の意味を 
理解し，1 次不等式を解くことが 
できる。 

ｂ：1 次不等式の解を，数直線を

用いて表示できる。 

ｃ：１次不等式の文章問題を日常

と結び付け立式しようとする。  

 

二
次
関
数 

２次関数 

ａ：放物線 y＝ax2の形や軸，頂点 
について理解している。 
y＝ax2＋q，y＝a(x－p)2などの表 
記について，グラフの平行移動と 
ともに理解している。 
ax2＋bx＋c を a(x－p)2＋q の形 
に変形できる。 
平方完成を利用し２次関数のグ
ラフの軸と頂点を調べ，グラフを
かくことができる。 

ｂ：2 つの数量の関係を式で表現

できる。 

２次関数の決定において，条件を

処理するのに適した式の形を使

うことができる。 



２次関数とそのグラフ 

(２次関数の最大・最小) 

ａ：2 次関数が最大値または最小 
値をもつことを理解している。 

y＝a(x－p)2＋q の形にし，最大

値，最小値を求めることができ

る。 

ｂ：最大・最小の応用問題に 2 次

関数を利用できる。また，最大・

最小の応用問題において，計算を

容易にするような変数設定がで

きる。 

ｃ：定義域や軸に文字がある問題

で，図を描いて場合を分けようと

する。 

二
学
期 

二
次
関
数 

２次方程式と２次不等式 

ａ：２次方程式の解き方として，

因数分解利用・解の公式利用を理

解している。 

D＝b2－4ac の符号と実数解・共

有点の関係を理解し，利用するこ

とができる。 

ｂ：２次式が一定の符号をとるた

めの条件を，グラフと関連させて

理解している。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

振り返り

シート 

図
形
と
計
量 

三角比 

 

ａ：直角三角形において，正弦 

・余弦・正接が求められる。 

三角比の相互関係を利用して，1 

つの値から残りの値が求められ 

る。 

ｂ：具体的な事象を三角比の問 

題としてとらえることができる｡ 

sin2θ＋cos2θ＝1を三平方の定 

理としてとらえることができる。 

三角比 

(三角比の拡張) 

ａ：座標を用いた三角比の定義を 

理解し，三角比の値からθを求め 

ることができる。 

ｂ：拡張された三角比を，座標平 

面に図示し考察することができ 

る。 

ｃ：180°以降のθについて、座

標を利用して考えようとする。 

三角比と図形の計量 

ａ：正弦定理・余弦定理を利用し 

て，三角形の外接円の半径，辺の 

長さや角の大きさが求められる。 

ｂ：正弦定理・余弦定理を測量に

応用できる。 



三角比の計量 

(三角形の面積) 

(空間図形の計算) 

ａ：三角比を用いた三角形の面積 

公式を理解している。 

ｂ：三角形の面積を，決定条件で 

ある2辺とその間の角または3辺 

から求めることができる。 

正弦定理・余弦定理を使い分ける 

ことができる。 

ｃ：空間図形の中に平面図形を見 

つけようとする。 

三
学
期 

集
合
と
命
題 

集合と論証 

ａ：集合や要素の意味や部分集合 

における含む・含まれるの関係を 

理解している。 

共通部分・和集合・補集合を求め 

ることができる。 

必要条件・十分条件を理解するこ 

とができる。 

ｂ：ド・モルガンの法則をベン図 

を用いて理解することができる。 

ｃ：問題に合わせて、命題と対偶

の真偽の一致を利用しようとす

る。 

 
定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

振り返り

シート 

デ
ー
タ
の
分
析 

データの整理 

 

データの分析 

ａ：与えられたデータから、度数 

分布表やヒストグラムを正しく 

作ることができる。 

代表値を求めることができる。 

箱ひげ図の見方を理解し，正しく 

データを読み取ることができる。 

ｂ：分散・標準偏差の計算を状況 

に合わせて使い分けることがで 

きる。 

ｃ：共分散・相関係数の図形的な 

意味を捉えようとする。 

 

＜表中の観点について＞ 

ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

 


